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人口 ６０８，３９０人 （２０２０．４．１現在）

川口市の紹介 １/１２

２０１８年度から中核市。

鳥取県の人口より多い。

埼玉県内ではさいたま市に次いで２番目。

車で縦断横断して約３０分

埼玉県の南東部。

荒川を隔てて東京都。

「東京のすぐ隣の町、川口」
（川口市HPより）

面積 ６１．９５ｋ㎡



相談支援センターって？ ２/１２

障害福祉サービスを利用するため

児童発達支援

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援

施設入所支援

短期入所

居宅介護

⇒計画相談・サービス等利用計画の作成

（＝特定障害児相談支援事業所の相談支援専門員）

サービス支給のプロセス

計画を根拠に市町村が支給決定をする

利用するサービスは計画に書かれていなければいけない

※セルフプラン（自己作成）も可。



相談支援センターって？ ３/１２

『計画を作るだけではない』

『サービスを利用するためだけではない』

サービスにつながる以前の相談も

「気になることがあるがどうしたらいいかわからない」

「そもそもどこに相談していいのかわからない」

本人や家族からではなく、関係機関からの相談も

「家族はあまり気にしていないみたいだけど、ちょっと心配」

「家庭全体に支援が必要で、どこから手を付ければいいのか」

基本相談

総合相談窓口（年齢、障害種別、手帳の有無問わない）

相談が来たらどんな相談でもまず受ける、話をきく



相談支援センターの専門性 ４/１２

相談支援センターは、

発達の専門家ではない。

保育や教育、医療の専門家でもない。

発達支援という部分だけではなく生活全般を見る 幅広い視点

本人の想い、強み、願い 家族を含めた環境

ケアマネジメント 見立て、アセスメント

ニーズを明確化し、

必要な資源につなげていく ネットワーク チームをつくる

ライフステージに応じた継続的な支援

相談支援の専門性



相談支援センターの種類・役割・体制 ５/１２

相談支援センターは“ひとつ” ではない

重層的な体制 ３つの種別・役割 相談支援の役割分担

・＜基幹＞『基幹相談支援センター』

人材育成、自立支援協議会の運営、地域づくり

・＜委託＞『市町村地域生活支援事業』 市町村からの委託

行政の窓口（福祉事務所）の役割

総合相談窓口（年齢、障害種別、手帳の有無問わない）、

困難ケース、事業所のバックアップ（事例検討会など）

・＜特定＞『指定特定相談支援事業所』『指定障害児相談支援事業所』

計画相談 サービス等利用計画の作成 モニタリング

※川口市は委託が基幹の役割も担っている。相談支援体制は各地域で違う。



委託（基幹）相談支援事業所

各地区１か所ずつ １０か所

※ちなみに包括は１８か所

人員配置

常勤２名（うち１人は専従）

※社会福祉士等の資格要件あり

・地区ごとの違いは大きい。

・包括と違い、地区割りについてはゆる

い。もともとの法人や相談員の特性など

で、他地区のケースの相談にのることも

ある。

地区の人口

多いところで７６０００人

少ないところで３７０００人

川口市の相談支援体制と障害児サービス ６/１２



川口市の相談支援体制と障害児サービス ７/１２

児童系サービス 事業所数

放課後等デイサービス ６４事業所

児童発達支援事業 ３５事業所

保育所等訪問支援 ５事業所

児童発達支援センター ２事業所

委託相談支援事業所 （基幹） １０事業所

特定相談支援事業所 ３３事業所

（内 障害児相談の指定を受けている事業所） ２７事業所

障害児支援利用計画

計画相談：作成率100％（対象者1,818人）

セルフプラン：71.9％ ※令和2年４月１日現在



実は １１/１２

発達障害に関しては、成人になってからの相談の方が多い。

「相談支援センターみぬま」では。

小学校、中学校、高校、専門学校、大学…

学校時代はどうにかなった（聞いていくといろいろあるけれども）

就職、社会人になると問題が現れる。うまくいかない。

ひきこもり。二次障害。

家族関係、周囲との人間関係が悪化。

自尊心が著しく傷つけられている。自己肯定感が低い。

「もっと早く何とかなんなかったのかな」と思うこともしばしば



課題 １２/１２

『川口市障害者相談支援センターみぬま』

事業所名に「障害者」が入っている。

障害の受容に関わる。本人、家族。

どのタイミングで、どう関わるか？

地域の相談窓口の役割分担。線引き。
難しい。答えが無い。

ケースによっても違う。

地域で一緒に考えていく。繰り返す。ケースを通じて。

相互理解が必要。仕組みや仕掛けも。地域のネットワークづくり。

ex. 自立支援協議会・子ども部会

ex. 子育て支援団体・関係機関連絡調整会議 （子育てサポートプラザ）


